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た ．SHP 2は epidermal growth factor (EGF)や







































































cardio facio cutaneous (CFC)症候群はその名が
示すとおり，心奇形，特徴的な顔貌(側頭部の狭窄，眉
や上眼瞼部の低形成が特徴），皮膚症状などを呈する症


















であり，それ以外の変異は glycine rich domainと
activation domainに分布している．それに比べ，CFC
症候群で同定された変異は一部がんでの変異と重なり
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経内分泌細胞の分化と発達（Anat. Rec. 236 : 213
 
225, 1993, Anat. Rec. 236 : 226 230, 1993）とそ











癌で示し（Am.J.Pathol.156 : 1289 1298,2000），
またp53遺伝子変異をもつ細胞を in situ PCRを応用
して組織上に発現させる新技法を完成した（Oncogene
 












































































































































図3. Ephrin A5遺伝子機能欠損胚における嗅皮質神経細胞の移動異常 ．野生型胚では終脳背側由来の細
胞は予定嗅皮質で移動を停止するが (A，矢印)，Ephrin A5機能欠損胚では神経細胞が終脳腹側へと
侵入している (B，矢頭)．
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